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１．研究目的 

 これまで、セタシジミの資源回復を目的に、

ふ化直後のＤ型仔貝を直接琵琶湖へ放流してき

たが、より大きな種苗を放流して放流後の生残

率を高めるため、海産二枚貝類で実績のあるア

ップウェリング（水を飼育容器の下方から上方

へ流す）方式およびダウンウェリング（同上方

から下方へ流す）方式によるＤ型仔貝の飼育方

法を検討した。 

２．研究方法 

湖水アップウェリング（写真 1）、湖水ダウ

ンウェリング（写真 2）、給餌循環式ダウンウ

ェリング（写真 3）の有効性を検討するため、

底面ネットに目開き 90μのネットを張った

アップウェリング容器にふ化直後のＤ型仔貝

を 100 万個収容した。換水率は 56 回転/日と

し、1 日 1 回水道水シャワーで底面ネットを

洗浄した。給餌は 1 日 1 回、培養した

Chlorella.spを 10万～20万 cells/mlの密度

になるように行った。 

 

 

 

３．研究結果 

 飼育開始 25 日後の平均生残率はそれぞれ

26.4％、1.7％、2.6%と湖水アップウェリン

グが他より有意に高かった（Scheffe’s F 

test,P<0.05、表 1）。また殻長は、飼育開始

時に 0.17±0.01mm（平均±SD）であったが、

25 日後にはそれぞれ 0.23±0.02mm、0.24±

0.02mm、0.39±0.05mm となり給餌循環式ダ

ウンウェリングが、他より有意に大きかった

（Scheffe’s F test,P<0.01、図 1）。湖水

利用時の底面ネットの目詰まり、ダウンウェ

リング飼育での生残率低下が課題となった。 

４．研究成果 

これらの結果を第 5 回シジミ資源研究会

（平成 21 年 9 月 10 日～11 日開催）で発表した。 
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図 1．飼育試験結果（成長） 

（Scheffe’s F test,P<0.01）

飼育終了時
平均生残率±標準偏差

(%)

湖水アップ 26.4±12.7*(n=3)
湖水ダウン 1.7±0.4(n=3)
給餌ダウン 2.6±0.6(n=3)

飼育方式

表 1．飼育試験結果（生残率） 

（Scheffe’s F test,P<0.05） 

写真１ 

（湖水アップウェリング） 

写真２ 

（湖水ダウンウェリング） 

写真３ 

（給餌循環式 

ダウンウェリング） 


